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的迷思概念 、 生活經驗與科學探究能力 ， …
等等。綜合而言，本「基準」在當前的社
會脈絡與教育現實情境下，指出了實習教
師的學習重點 ， 並勾勒了科學教學的特徵 。  
 
表 1 ：教育實習基準中領域及面向之內容 











































































































習」 、 「科學探究過程」 、 「團隊合作」 、 「生












































圖 1 、指標系統中領域層次之架構圖 科學教育月刊  第 299 期  中華民國九十六年六月 
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表 2 ：教學準備領域之面向與指標 
























資源4. 能規劃出時間，讓學生投入科學探究活動。 科學教師教育實習基準芻議 
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(二)  教學過程 
教學過程指教師在具體互動中實際影
響學生的過程。教學過程包含四個面向：教




















表 3 ：教學過程領域之面向與指標 
面向  指標 
教學1. 熟悉戶外教學、示範教學和實驗教學的流程與要點。 

























建議。 科學教育月刊  第 299 期  中華民國九十六年六月 
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表 4 ：專業進修領域之面向與指標 













成長4. 投入時間，培養不同領域的素養，以因應統整課程之教學需求。  
 
表 5 ：指導教授和輔導教師對各項指標重要性評比之分配 
指導教授    輔導教師 
指標 
非常重要 重要  合計    非常重要 重要  合計 
領域一：教學準備 
課程 1  27 (71%) 11 (29%)  38 (100%)   32 (49%) 32 (49%)  64 ( 98%) 
課程 2  18 (47%) 16 (42%)  34 (89%)    25 (39%) 37 (57%)  62 ( 95%) 
課程 3  35 (92%)   3 ( 8%)  38 (100%)   42 (65%) 23 (35%)  65 (100%) 
課程 4  24 (63%) 12 (32%)  36 ( 95%)   29 (45%) 34 (52%)  63 ( 97%) 
課程 5  33 (87%) 5 (13%)  38 (100%)   38 (59%) 27 (41%)  65 (100%) 
行政 1  14 (37%) 23 (61%)  37 ( 97%)   27 (42%) 32 (49%)  59 ( 91%) 
行政 2  25 (66%) 13 (34%)  38 (100%)   37 (57%) 26 (40%)  63 ( 97%) 
行政 3  21 (55%) 17 (45%)  38 (100%)   36 (55%) 29 (45%)  64 (100%) 
資源 1  30 (79%) 8 (21%)  38 (100%)   50 (77%) 15 (23%)  65 (100%) 
資源 2  29 (78%) 7 (19%)  36 ( 97%)   45 (69%) 19 (29%)  64 ( 98%) 
資源 3  29 (78%) 8 (22%)  37(100%)   45 (69%) 20 (31%)  65 (100%) 
資源 4  26 (70%) 11 (30%)  37(100%)   30 (46%) 31 (48%)  61 ( 94%) 科學教育月刊  第 299 期  中華民國九十六年六月 
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指導教授    輔導教師 
指標 
非常重要 重要  合計    非常重要 重要  合計 
領域二：教學過程 
教學 1  29 (76%) 9 (24%)  38 (100%)   47 (72%) 18 (28%)  65 (100%) 
教學 2  29 (76%) 8 (21%)  37 ( 97%)   38 (59%) 26 (41%)  64 (100%) 
教學 3  29 (76%) 8 (21%)  37 ( 97%)   34 (52%) 30 (46%)  64 ( 98%) 
教學 4  32 (84%) 6 (16%)  38 (100%)   38 (58%) 27 (42%)  65 (100%) 
教學 5  30 (79%) 8 (21%)  38 (100%)   32 (49%) 33 (51%)  65 (100%) 
班級 1  34 (90%) 4 (11%)  38 (100%)   47 (72%) 17 (26%)  64 ( 98%) 
班級 2  31 (82%) 7 (18%)  38 (100%)   35 (54%) 29 (45%)  64 ( 98%) 
班級 3  30 (79%) 8 (21%)  38 (100%)   40 (61%) 25 (39%)  65 (100%) 
班級 4  28 (74%) 10 (26%)  38 (100%)   34 (52%) 31 (48%)  65 (100%) 
學習 1  29 (76%) 9 (24%)  38 (100%)   38 (59%) 25 (39%)  63 ( 97%) 
學習 2  31 (82%) 7 (18%)  38 (100%)   35 (55%) 29 (45%)  64 (100%) 
學習 3  27 (71%) 11 (29%)  38 (100%)   32 (50%) 31 (48%)  63 ( 98%) 
學習 4  26 (68%) 10 (26%)  36 ( 95%)   26 (41%) 35 (55%)  61 ( 95%) 
輔導 1  33 (87%) 4 (11%)  37 (97%)    43 (66%) 22 (33%)  65 (100%) 
輔導 2  22 (60%) 12 (32%)  34 (92%)    23 (35%) 41 (63%)  64 ( 98%) 
輔導 3  21 (57%) 14 (38%)  35 ( 95%)   29 (45%) 35 (54%)  64 ( 98%) 
領域三：專業進修 
反省 1  31 (82%) 6 (16%)  37 ( 97%)   47 (72%) 18 (28%)  65 (100%) 
反省 2  27 (71%) 10 (26%)  37 ( 97%)   35 (54%) 29 (45%)  64 ( 98%) 
反省 3  28 (74%) 9 (24%)  37 ( 97%)   40 (62%) 24 (37%)  64 ( 98%) 
成長 1  28 (74%) 10 (26%)  38 (100%)   38 (58%) 27 (42%)  65 (100%) 
成長 2  23 (61%) 13 (34%)  36 ( 95%)   33 (51%) 32 (49%)  65 (100%) 
成長 3  18 (49%) 18 (49%)  36 ( 97%)   30 (46%) 33 (51%)  63 ( 97%) 









































































































































































































標 1 和 2） 、知識（指標 3） 、教師 （指標 4）
與同儕（指標 5） 。科學除了是知識（指標






































































































































































































































































































驗 ， 因此此一實踐與反省的過程是未來 「基
準」修訂的重要回饋機制。 
教師甄試可視為整體教師認證制度的
一環，也是形塑教師專業文化的關鍵。在教
師甄試過程中，評選標準之訂定更有豎立標
竿之作用，不容忽視。本「基準」不僅需要
在實際操作運用後加以修訂，更需因應教育
環境變遷而調整，因此，在全國的教育層級
應建立起持續發展本「基準」的制度，以作
為將來發展教師認證制度的基礎。 
 